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  研究要旨 本研究ではオンライン診療が地域における医療提供
のあり方の一つとして適切に普及していくため、臨床家・自治体
等が参考にできるような好事例・導入事例を収集し、適切なオン
ライン診療を実践できるような手引書を策定した。 

 

 
   ２．地域医療の中でオンライン診療を有効に活

用した好事例の収集 
本課題では、地域医療の中でオンライン診療を
有効に活用した好事例の収集を行い、オンライ
ン診療の導入場面から安定したフォローアップ
に至るまでの経過をまとめる。初年度に収集し
た27例の精神科オンライン診療の初診または初
診類似例について、ケースシリーズ研究を実施
した。また実施にあたり、倫理審査も行なった。 
Ｃ．研究結果 
１．オンライン診療のための医師向け手引書 
の策定        
「精神科領域におけるオンライン診療実践の手
引書」を作成し、その内容や公表方法について、
日本精神神経学会などの関係先に照会を行っ
た。これは精神科臨床を行う医療者に向けたも
のであり、既存のエビデンスや規制動向を踏ま
え、簡素でわかりやすい内容となることに留意
して作成した。 
２．地域医療の中でオンライン診療を有効に活
用した好事例の収集 
倫理審査を実施したのち、好事例についてケー
スシリーズ研究として論文化を実施するととも
に、審議会などの場で結果を共有した。国内の大
学病院、精神保健福祉センター、クリニックを含
む多様なケースを収集し、これまで十分に可視
化されていなかった、患者側の潜在的なニーズ
やメリット、運用上の課題などを明らかにした。 
Ｄ．考察 
既存の報告例が少ない精神科オンライン診療の
初診または初診類似例について事例を収集し、
ケースシリーズ研究を実施すること自体が学術
的意義を有するものである。また、「精神科領域
におけるオンライン診療実践の手引書」の作成
までの過程で得られた、精神科オンライン診療
に関するエビデンスの集積及び実臨床における
問題点の明確化は、適切なオンライン診療の普
及に繋がるものである。また、本研究で得られた
好事例・導入支援事例は、多くの臨床家・自治体
の参考になるものであると考えられた。 
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       Ａ．研究目的 
        我が国では、高齢化、離島・僻地医療、 

復興支援など、多くの医療上の課題があ 
り、地域で暮らす全ての人が、必要な時に 
適切な医療を受けられるための手段とし 
てオンライン診療の活用が期待されてい 
る。 
今後求められるのは、オンライン診療が 

地域における医療提供のあり方の一つと 
して適切に普及し、地域の医療体制への貢 
献を果たしていくことである。R6年度の診 
療報酬改定を経て活用の拡大が予想され 
るが、多くの精神科医師はオンライン診療 
の経験がなく、ノウハウが共有されてい 
ない。患者によっては自治体の支援が必要 
になるケースもあるが、自治体間の事例共 
有も不十分である。令和5年3月発出され 
た「情報通信機器を用いた精神療法に係る 
指針」に沿った、質の高い診療が実践され 
るよう適切にガイドしていくことが必要 
である。本研究ではそのようなニーズに応 
えるべく、臨床家が好事例を参考にしつつ 
、適切なオンライン診療を実践できるよう 
な手引書を策定する。 

       Ｂ．研究方法 
       １．オンライン診療のための医師向け手引書 

の策定        
         本課題では、オンライン診療を初めて実践

する医師を想定した手引書を策定する。遵守
事項の説明のみならず、オンライン診療の導
入方法や、患者への説明、診療で注意すべき
こと、質を保つための工夫等にも触れる。   
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Ｅ．結論 
収集した好事例をケースシリーズ研究として論文化
するとともに、臨床家が参考にできるオンライン診
療実践の手引書を作成することができた。今後、こ
れらの成果を発信し、適切なオンライン診療の普及
に寄与するよう努める。 
Ｆ．健康危険情報：該当なし 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表：該当なし 
 2.  学会発表：岸本泰士郎. 精神科領域におけるオ
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会。長崎県. 2025/10/25、長谷川達郎、川田恵、吉川
雄一郎、宮下敬弘、石黒浩、熊﨑博一. 場の共有感を
高めることが可能な遠隔操作型ロボットSota-100を
用いたことで、早期から診察がスムーズにいった一
例. 第４４回日本社会精神医学会.宇都宮市. 2026/
3/6、熊﨑博一. Possibilities of Remote Me
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